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 ネズッポ類の多くは，本邦沿岸の各地にごく普通に見

られる魚類である。相模湾においても湾奥部の砂底海域

に多く生息している。しかし，水産業上はそれほど価値

の高い魚類ではない。むしろ，関東では遊漁の釣人から

メゴチと総称され親しまれている。このようにごく普通

にみられる魚類にもかかわらず，漁業の主要な対象種で

ないこと，および分類学上もまだ充分整理されていない

こともあって，ネズッポ類の調査研究例は少ない。通山

他（1971）は雑魚調査でネズミゴチを扱っており，清

野・加藤（1970），京都水試（1972）および今林・他

（1977）はヒラメ，マダイ幼魚の生物群集の一環として

ネズッポ類の出現パターンを報告している。また角田・

他（1979）はネズッポ属魚類の食性について報告してい

る。しかし，まだ生物学的知見の蓄積は不充分であり，

特にネズッポ類のみ対象とした群集生態学的分析はほと

んど行なわれていない。 

 神奈川水試（1975），亀井（1979）は，相模湾のこの

砂底海域は多種多量の魚介類が生息しており，特にヒラ

メ幼魚の成育場として水産上，重要な海域であると報告

している。この成育場の生物環境として，そこに生息し

ている生物群集を解析することは重要であると考える。 

 著者は，1972～1974年に当場によって実施された太平

洋中区栽培漁業漁場資源生態調査の一環としてヒラメ調

査に従事した際，多量のネズッポ類を定期的，定量的に

採集する機会を得た。そこでネズッポ類の分布について

整理・解析し，若干の知見を得たので，その結果を報告

する。 

材 料 と 方 法 

 1972年５月から1974年９月の期間，相模湾の江ノ島か

ら平塚にかけての砂底質の沖浜域（図１）において，小

型底曳網（手繰網：目合は袖網が43m/m，胴網が30 m/m，

および袋網は18m/mである。）によって採集した資料のう

ち，ネズッポ類1,326尾を扱った。 

 1972年５月から1973年５月までの１年間は調査水域内

の水平分布を把握するため水深５ｍ帯（定線１～３）と

15ｍ帯（定線４～６）に計６定線を設け，延べ92回の曳

網を行った。1973年６月から1974年２月までは，調査水

域内の垂直分布を把握するため定線１，６および新たに 
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表１―Ａ ネズッポ類の漁獲試験結果（1972.５月～1974.２月） 

 Station No. 
 St.１ St.２ St.３ St.４ St.５ St.６ St.７ Total 

Depth (ｍ) ５ ５ ５ １５ １５ １５ ４５  
Average distance 
 covered (km) 

１.１ ０.９ １.０ ０.８ １.１ １.２ １.１  

Date   
 1972,May 25 ０ ０ ０ ４ ２ ２０   ２６ 
 June 20 ６ ７ ５ １５ ２ １４   ４９ 
 28 １ １０ ３０ ２２ １６ ８   ８７ 
 July 27 ３ ０ ３ ２ １４２ ３３   １８３ 
 Aug.  8 ９ １ ０ ０ ２３ ９５   １２８ 
 29  １ １ ２０ ２１ ４６   ８９ 
 Sep. 11 ０ ０ １１ １６ １９ １５   ６１ 
 22 ７ １ ０ ４ ８ １１   ３１ 
 Oct. 20 １２ １ １ １ ０ ３   １８ 
 Nov. 16    １ ３ １０   １４ 
 Dec. 26 ２ ０ ０ １ １ ０   ４ 
 1973, Jan. 29 ２ ０ ０ ３ １ ０   ６ 
 Feb. 16 ３ ０ ０ ０ １ ０   ４ 
 Mar. 31 １ １ ０ ０ １ ４   ７ 
 Apr. 19 ４ ０ ０ ２ １０ １   １７ 
 May  25 ０ ０ ０ ０ １ ３   ４ 
 June 20 ３     ３ ４０  ４６ 
 July 19 １３     ３０ １４  ５７ 
 Aug. 23 ３     ０ ２５  ２８ 
 Sep. 17 ４     ３５ ２  ４１ 
 Oct. 12 ２     １５ １３  ３０ 
 Dec. 20 ４     ２５ ４  ３３ 
 1974, Jan. 25 ２２     ５ ４  ３１ 
 Feb. 21 ２８     １ ２  ３１ 

Total １２９ ２２ ５１ ９１ ２５１ ３７７ １０４  １０２５ 

 

表１―Ｂ ネズッポ類の漁獲試験結果（1974.６～９月） 
Station No. 

 St．5-1 St．5-2 St．5-3 St.10-1 St.10-2 St.10-3 St.15-1 St.15-2 St.15-3 Total 
Depth(ｍ) 5 10 15  

Average distance 
covered (km) 

0.8 0.8 0.7 0.8 0.8 0.8 0.7 0.9 0.7  

Date           
 1974,June 14 1 2 1 10 1 21 12 0 0  48 
 21 1 3 5 0 15 11 3 2   40 
 28 4 2 2 12 5      25 
 July 12 2 8 3 2 11 7 3 4   40 
 19 1 9 18 1 9 2  23   63 
 Aug. 14 1 0 3 1 4 11  1   21 
 21 1 1 0 4 3 3  8   20 
 Sep. 19  2 0 6 4 10 15 4 3  44 

Total 11 27 32 36 52 65 33 42 3  301 
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設けた水深45ｍ帯の定線７の計３定線について，延べ24

回の曳網を行った。各定線を原則として月１回，定期的

に当場の調査船「うしお」（18トン）で曳網した。曳網

時間は約25～30分，曳網速度は１～1.5ノットとした。

従って，一曳網距離は約１kmとなる。（表１―Ａ） 

 なお，水深20～40ｍ帯には定置網が連続的に、設置さ

れているので，その水域では採集を行うことができなか

った。 

 更に，1974年６月から９月までの４ヶ月間は，局所的

に詳細な分布構造を把握するため，従来の定線１と６を

含む海域内に新たに水深５ｍ，10ｍおよび15ｍ帯に各々

３定線を設け，計９定線について延べ64回の曳網を行っ

た。この場合の曳網時間は約15分で，曳網速度は1.7ノ

ットであり，従って，一曳網距離は約800ｍとなる。（表

１―Ｂ） 

 採集した材料はすべてフォルマリン（１：10）で固定

後，研究室に持ち帰り測定を行った。ネズッポ類は雌雄

および老若によって形態上に著しい相違が見られ，分類

学上まだ充分に整理されていないが，同定はすべて松原

（1955）に従って行った。 

結果および考察 

１．ネヅッポ類の種類，個体数および魚体の大きさ 

 ３ヶ年に採集した種類と個体数を表２に示す。最も多 

く採集されたのはトビヌメリで762尾，次でネズミゴチ

が484尾であり，この両者でネズッポ類の総採集尾数の

94％を占める。この海域に生息するネズッポ類の種類に

ついて，江ノ島水族館（1968）は11～12種と述べている。

これに従えば，今回採集された５種はすべて記載された

種であり，ネズッポ類の約５割弱の種類を扱ったことに

なる。しかしながら量的にみると，この海域のネズッポ

類はトビヌメリとネズミゴチに代表され，時々，ネズッ

ポが混ると考えてよいであろう。 

 ネズッポ類の年令と成長の知見はほとんど無く，今回

採集された魚体の大きさについて明確に言及するのは難

しい。しかしながら，多獲されたトビヌメリとネズミゴ

チについては，亀井（1979）が月別の全長組成変化から

両者とも１才で13cm，２才で20cm前後になるであろうと

報告した。 

 

２．水 平 分 布 

 多獲されたトビヌメリとネズミゴチの２種について地

先別採集尾数を表３に示す。トビヌメリは茅ヶ崎と江ノ

島で240～260尾であり，平塚と比較して著しく多い。ネ

ズミゴチはどの地先でも大差はない。すなわち，トビヌ

メリは相対的に平塚地先で少なく，相模川以東に多く生

息しているが，ネズミゴチは地域による量的な差は認め

られない。

 

表２ 漁獲されたネズッポ類の種類と大きさ 
Species Number Range of Total Length 

Calliurichthys   
Calliurichthys doryssus 
(yarinumeri) 

 13 82 - 290 (mm) 

Callionymus   
Callionymus lunatus 
(nezuppo) 

 65 79 - 188 

Callionymus richardsoni 
(nezumigochi) 

 484 51 - 258 

Callionymus beniteguri 
(tobinumeri) 

 762 83 - 230 

Callionymus virgis 
(horonumeri) 

 2 69 - 93 

Total  1326  

 

表３ トビヌメリとネズミゴチの地先別漁獲尾数（1972.５月～1973.５月の総尾数） 

 Off Hiratsuka Off Chigasaki Off Enoshima 

Callionymus beniteguri  93  235  260 

Callionymus richardsoni  49  36  51 

Total  142  271  311 
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図２ ネズッポ類３種の水深別出現変化（1972.５月～1974.２月） 
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図３ ネズッポ類２種の水深別出現変化（1974.６～９月） 

３．垂 直 分 布 

 トビヌメリ，ネズミゴチおよびネズッポの３種につい

て1972年５月から1974年２月までの個体数による月別水

深別の出現状況を図２，３に示す。 

 トビヌメリは1972年の調査では７～８月の期間に水深

15ｍ帯で極めて多く出現したが，以後は減少し，1973年

１月からは，むしろ５ｍ帯に多く出現した。しかしなが

ら，1974年７～９月の結果をみると，５ｍ，10ｍおよび

15ｍ帯のいずれの水深帯でも出現状況にそれほど大きな

差異は認められない。なお，水深45ｍ帯では調査期間を

通して全く出現していない。すなわち，本種は水深５～

15ｍ帯には周年みられるが，水深45ｍ帯には全く出現し

ていないことが特徴的である。 

 ネズミゴチは1972年５月から1973年５月の間は水深15

ｍ帯のみで出現し，５ｍ帯では全く採集されなかった。

しかし，1973年６月以後は５ｍ帯でも出現し，かつ45ｍ

帯ではほとんど毎月出現した。更に，1974年７～９月で

は５ｍ帯に少なく，10ｍ，15ｍ帯に多く出現した。すな

わち，本種は水深５ｍ帯は比較的少ないが，周年５～45

ｍ帯の広範囲にみられることが特徴的である。 

 ネズッポは1972年５月から1974年２月の間，水深５ｍ

帯で全く採集されなかった。また，15ｍ帯でもあまり採

集されず，1973年５～６月に若干出現したにすぎない。

しかし，45ｍ帯では多く出現した。なお，1974年６～９

月の水深15ｍ以浅の調査でも全く漁獲されなかった。す

なわち，本種は水深15ｍ以浅にはあまり出現しないこと

が特徴的である。 

 ヤリヌメリとホロヌメリは全て，水深45ｍ帯のみで採

集された。しかし，標本数が少ないので分布パターンに

ついては言及できなかった。ただし，ヤリヌメリは三浦

半島西側の秋谷沖水深20～30ｍで釣獲されたことがある

ので，本調査海域においても，水深20ｍ帯にも少数なが

ら生息していることは充分に考えられる。 

 

４．深度による出現の類型 

 前述したトビヌメリ，ネズミゴチおよびネズッポの水

深別の分布状況から模式的に３タイプに区別することが

できる。（図４） 

 Ａタイプはトビヌメリであり，周年水深５～15ｍ帯に

多数生息している。それより深くなるにしたがって，生

息密度が減少すると考えられ（実際にはどの水深帯まで

生息しているかは明らかではないが）少なくても水深45

ｍ帯には出現しないタイプである。 

 Ｂタイプはネズッポであり，Ａタイプとは全く対照的

なタイプである。すなわち，水深45ｍ帯に多数生息し， 
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図４ ネズッポ類３種の垂直的生息分布の模式図 

 

それより浅くなるにつれて，生息密度が減少し，水深15

ｍ帯では出現もわずかとなり，水深10ｍ以浅では生息し

ていないと考えられるタイプである。しかし，京都水試

（1972）は，若狭湾では水深５～60ｍまで生息している

と報告している。 

 Ｃタイプはネズミゴチであり，水深５～45ｍ帯に広範

に生息していると考えられるが，水深５ｍ帯では比較的 

生息密度が小さいタイプである。 

 以上のように相模湾砂底海域に生息するネズッポ類の

分布の概略については把握できたと思われるが，その分

布を規定しているであろう要因，すなわち，摂食を主と

した生物的環境，あるいは底質を主とした物理的環境と

の関連性，云わば群集の機能的側面については，今後，

究明してゆかなくてはならない問題である。 
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